
 

 

 

7 月 9 日から 15 日の 7 日間にかけて、川崎市の姉妹都市であるクロアチア共和国のリエ

カ市で、リエカ・ユースサミットが開かれています。このサミットは、「世界中の若者（13

歳～17 歳）が、平和、社会正義、創造性やイノベーションについて、英語で意見交換を行

う」という目的のもと、6か国から 300 人以上が参加するプログラムです。 

今年度は、本校から中学３年の生徒 9名（一般生 6名、帰国生 3名）が参加し、「かわさ

き国際友好使節」として国際交流・異文化交流に取り組んでいます。 

まずプログラム二日目には浴衣を着て日本文化に関するプレゼンテーションを行い、三

日目には指定されたテーマのうち「社会正義」を選び、日本の街頭にゴミが少ないことや

おそうじロボットの取り組みなどを紹介しました。どちらのプレゼンテーションも各国の

参加者から大好評だったようです。 

他にも様々なワークショップや、クロアチアの豊かな自然に触れるプログラムに参加す

る予定です。 

 

 

リエカ・ユースサミットに参加しています 


